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最近の沿岸域における海陸風に関する研究

Hunter et al. (2007)

Aparna et al. (2005)

1. 海陸風の空間スケール（沿岸域

 から沖への広がり）は，100－200 
km 程度にも及ぶ（DiMarco et al., 
2000; Simpson., 2002; Aparna et 
al., 2005; Hunter et al., 2007 etc. ）.

2. 沿岸域に吹く海陸風，もしくは

 それによって形成された流れ

 は明瞭な季節変動を示す

 （DiMarco et al., 2000; Gille et 
al., 2003;  Hunter et al., 2007 
etc. ）.

Gille et al. (2003)
South America New Jersey

Indian west coast



研究海域と使用データ

(2) 各グリットにおけるデータ取得率の算出し，

 データ取得率が80%以上のグリットの

 データを使用．______________________
(3) 最小二乗法によって10分潮（M2, S2, N2, 

K2, K1, O1, P1, Q1, Mf, Msf）を除去した．
(4) 時空間補間・平滑化．________________
(5) 24時間周期のバンドパスフィルターによる

 日周期変動の抽出．_________________

1. 情報通信研究機構

 
沖縄亜熱帯計測技術セ

 ンター

 
(NICT)から提供していただいた2002 

年の台湾北東部における遠距離海洋レーダ

 （LROR）の表層流データ（

 
7km×7km，30分

 間隔）．_______________________________
2. データ処理________________________

(1) 1時間平均．_______________________

3. 台湾北東部周辺の風データ（8点；赤丸）



(Hyder et al., 2002)

Slab model による海陸風に対する
 

表層流の応答



海陸風に対する表層流の応答
 （Hyder et al., 2002）



台湾北東部周辺の日周期帯風速変動の
 周波数特性

Principal comp.
Minor comp.



台湾北東部周辺の日周期風速変動の
 変動特性
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台湾北東部周辺の海陸風の時間変動

Principal component



台湾北東部周辺の海陸風の変動特性

3days running mean

●3:00/6:00 ●15:00/18:00

CEOF 1st mode



台湾北東部における日周期帯表層流変動の
 周波数特性

Clockwise
Anticlockwise

＊残差流



台湾北東部における日周期表層流の
 変動特性

＊白破線は回転係数が-0.6を示す。

黒潮域と測定領域の北東部では、大きな反時計回りの流速変動が顕著。

他の領域では、回転係数が-0.6～-1.0の比較的円運動に近い時計回りの

 流速変動が卓越している。



台湾北東部における日周期表層流変動の
 時間変動

Clockwise comp.
Anticlockwise comp.



台湾北東部における日周期表層流の
 変動特性



台湾北東部における海陸風と表層流の
 対応関係 2002/07/03



台湾北東部における海陸風と表層流の
 対応関係

●: Wind station
●: Anticlockwise rotation



まとめ

1. 台湾北東部周辺の島では、海陸風による日周期の風速変動が存在してお

 り、特に与那国島から宮古島までの領域に生じる海陸風の変動は同期す

 る傾向があった。

2. 台湾北東部では日周期の潮流を除去したにもかかわらず、日周期の表層

 流変動が存在しており、これらの日周期表層流変動は時計回りに回転する

 変動が卓越していた。

3. 黒潮域の外側では、日周期の時計回りの表層流変動が同期する傾向があ

 り、これらの表層流変動は与那国島から多良間で生じる海陸風による風速

 変動と高い相関を示した。

4. これらの結果から、黒潮域の外側の日周期の表層流変動は、与那国島か

 ら多良間で生じる海陸風によって形成されたものであり、この海陸風は海

 岸から100－150km程度に及ぶ空間スケールを持つことが示唆された。



おわり



海陸風

海風 陸風

海陸風の特徴

海面温度＜陸地温度 海面温度＞陸地温度



台湾北東部における海陸風と表層流の
 対応関係

●: Wind station
●: Anticlockwise rotation



海陸風の空間構造

Miller et al. (2003)

New England



HFレーダーによって得られた表層流の誤差

(Nadai et al., 1999)

90



沿岸域における海陸風の空間スケール

(Simpson, 1994)



台湾北東部における海陸風と表層流の
 対応関係



QuikSCAT

Gille et al. (2003)



海陸風の変動特性1



海陸風の変動特性2

(a)

(b)

(c)



調和分解による潮汐の除去



台湾北東部における海陸風と表層流の
 対応関係



複素ラグ相関
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